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近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
│
│
え
び
す
・
万
歳
・
太
神
楽
│
│
志
村
洋
は
じ
め
に
近
世
社
会
に
は
、
陰
陽
師
・
え
び
す
職
・
太
神
楽
・
万
歳
な
ど
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
雑
芸
能
民
や
民
間
宗
教
者
が
存
在
し
、
村
々
を
門
付
け
て
廻
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
勧
進
宗
教
者
が
居
住
し
た
信
州
の
一
農
村
を
事
例
に
、
お
も
に
宗
門
改
人
別
帳
を
材
料
に
し
て
、
勧
進
宗
教
者
の
家
が
近
世
前
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
追
跡
す
る
こ
と
を
目
的
に
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
の
勧
進
宗
教
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
職
集
団
の
存
在
形
態
や
、
本
所
を
頂
点
に
し
た
支
配
編
成
の
あ
り
方
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
⑴
。
い
わ
ゆ
る
身
分
的
周
縁
論
は
そ
う
し
た
存
在
を
主
に
集
団
化
の
問
題
を
軸
に
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
職
集
団
に
着
目
す
る
あ
ま
り
、
彼
ら
が
居
住
し
た
村
共
同
体
に
お
け
る
諸
関
係
│
│
村
人
と
し
て
の
性
格
│
│
に
つ
い
て
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
彼
ら
の
居
村
で
の
あ
り
方
に
注
目
し
た
い
⑵
。
具
体
的
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
諏
訪
藩
領
赤
沼
村
に
居
住
し
た
Ａ
氏
一
門
で
あ
る
。
Ａ
氏
一
門
は
、
近
世
後
期
に
は
村
内
で
「
神
職
」
家
と
認
識
さ
れ
、
諏
訪
上
社
大
祝
被
官
・
万
歳
・
太
神
楽
・
山
伏
・
西
宮
神
職
⑶
な
ど
を
家
職
に
し
た
。
こ
の
Ａ
氏
一
門
に
つ
い
て
は
、
一
前
稿
で
摂
津
西
宮
神
社
の
配
下
社
人
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
行
っ
た
が
⑷
、
本
稿
で
は
、
同
氏
の
縁
戚
関
係
や
本
分
家
関
係
を
中
心
に
検
討
す
る
。
Ａ
氏
の
よ
う
に
、
一
族
内
で
神
事
舞
太
夫
や
え
び
す
社
人
な
ど
と
い
っ
た
複
数
の
職
分
を
持
っ
た
事
例
は
、
他
地
域
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
東
信
地
方
の
神
事
舞
太
夫
を
論
じ
た
中
野
洋
平
は
、
地
域
で
「
ぼ
ん
ぼ
く
」
と
呼
ば
れ
た
血
縁
的
同
族
集
団
の
な
か
か
ら
、
元
禄
期
頃
に
な
っ
て
神
事
舞
太
夫
や
夷
願
人
な
ど
を
務
め
る
者
が
現
れ
て
き
た
│
│
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
に
分
化
・
特
化
し
た
│
│
と
述
べ
、「
彼
ら
は
百
姓
と
も
エ
タ
と
も
異
な
る
社
会
的
地
位
に
あ
り
、
婚
姻
も
そ
の
内
部
で
行
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
⑸
。
本
稿
で
扱
う
「
神
職
」
Ａ
氏
一
門
も
近
世
後
期
に
各
種
の
職
分
を
分
有
し
て
お
り
、
中
野
が
明
ら
か
に
し
た
「
ぼ
ん
ぼ
く
」
と
共
通
す
る
側
面
を
有
し
て
い
る
。
え
び
す
社
人
は
、
え
び
す
神
像
を
配
札
す
る
現
地
居
住
の
勧
進
宗
教
者
で
あ
っ
た
が
、
勧
進
職
一
般
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
時
と
し
て
地
域
の
百
姓
か
ら
賤
視
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
世
後
期
に
中
山
道
芦
田
宿
の
名
主
が
「
宿
内
ニ
お
ゐ
て
諸
事
取
斗
方
間
先
ハ
き
ら
い
之
義
ハ
小
百
姓
同
様
ニ
取
扱
致
来
候
勿
論
縁
組
抔
ハ
百
姓
家
ニ
而
ハ
不
仕
候
事
」⑹
と
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
ら
の
居
村
に
お
け
る
身
分
的
取
り
扱
い
は
一
般
百
姓
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
近
世
後
期
に
は
同
職
間
で
の
姻
戚
関
係
を
志
向
し
、
時
と
し
て
一
般
百
姓
か
ら
賤
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
事
態
が
ど
こ
ま
で
一
般
化
で
き
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
前
掲
の
中
野
は
、
「
ぼ
ん
ぼ
く
」
を
特
定
の
血
縁
的
同
族
集
団
と
し
て
と
ら
え
、
一
般
の
百
姓
と
は
異
な
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
特
徴
や
性
質
は
地
域
や
時
代
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
特
殊
な
血
縁
的
同
族
集
団
、
特
殊
な
社
会
的
地
位
な
ど
と
い
っ
た
評
価
を
下
す
前
に
、
当
該
の
家
が
近
世
前
期
か
ら
ど
の
よ
う
な
縁
戚
関
係
を
結
び
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
な
ど
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
扱
う
赤
沼
村
は
、
諏
訪
湖
の
南
東
部
に
位
置
す
る
村
高
約
四
〇
〇
石
の
農
村
で
あ
る
。
諏
訪
藩
の
城
下
町
上
諏
訪
宿
か
ら
は
約
三
㎞
の
距
離
に
あ
り
、
甲
州
街
道
上
桑
原
宿
と
は
目
と
鼻
の
先
の
関
係
に
あ
っ
た
。
近
く
に
は
諏
訪
神
社
上
社
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
二
当
村
を
含
め
た
周
辺
村
々
に
は
、
諏
訪
神
社
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
者
が
少
な
か
ら
ず
居
住
し
て
い
た
。
赤
沼
村
は
、
諏
訪
湖
に
流
入
す
る
上
川
と
六
斗
川
と
に
挟
ま
れ
た
低
湿
地
に
位
置
し
た
た
め
、
し
ば
し
ば
水
害
に
見
舞
わ
れ
る
地
域
で
あ
っ
た
。
以
上
を
前
提
に
、
以
下
で
は
赤
沼
村
Ａ
氏
一
門
の
検
討
を
行
う
。
一
宗
門
改
人
別
帳
の
特
徴
諏
訪
藩
の
宗
門
改
人
別
帳
の
一
般
的
な
構
成
は
、
冒
頭
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
な
ど
の
法
令
が
記
さ
れ
、
そ
の
後
に
、
五
、
六
人
ご
と
に
判
頭
（
戸
主
）
を
並
べ
た
五
人
組
の
組
割
り
と
、
本
文
に
相
当
す
る
個
々
の
家
ご
と
の
宗
旨
人
別
が
記
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
⑺
。
家
ご
と
の
宗
旨
人
別
記
載
は
、
次
の
よ
う
に
、
ま
ず
檀
那
寺
の
宗
派
と
寺
名
が
書
か
れ
、
続
い
て
判
頭
以
下
の
家
族
の
続
柄
と
名
、
年
齢
が
記
さ
れ
る
。
宗
門
改
人
別
帳
が
正
本
の
場
合
は
、
各
家
ご
と
に
檀
那
寺
印
が
捺
さ
れ
、
男
子
家
族
名
の
下
に
各
家
の
印
が
捺
さ
れ
る
。
浄
土
宗
貞
松
院
印
諏
方
大
祝
被
官
左
内
六
十
㊞
女
房
四
十
八
子
政
次
郎
十
六
㊞
弐
拾
七
年
以
前
壬
午
年
 
無
行
衛
弟
弁
之
助
五
十
男
女
〆
四
人
同
寺
印
右
は
、
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
の
左
内
家
の
人
別
で
あ
る
（
国
文
研
三
一
Ａ
六
一
）。
判
頭
の
肩
書
き
に
あ
る
「
諏
方
大
祝
被
官
」
と
は
、
当
時
判
頭
が
諏
訪
上
社
大
祝
の
被
官
職
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
判
頭
の
職
分
を
示
す
表
記
は
、
赤
沼
村
で
は
安
永
期
頃
か
ら
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
で
は
、
讃
岐
・
近
江
（
以
上
、
万
歳
職
）、
左
近
・
織
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
三
江
・
左
内
・
左
仲
（
以
上
、
諏
訪
大
祝
被
官
）、
佐
太
夫
（
太
神
楽
職
）、
龍
山
（
山
伏
）、
舎
人
（
西
宮
神
職
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
芸
能
宗
教
者
的
な
職
分
記
載
が
見
ら
れ
る
（
長
野
県
・
二
Ｈ
・
一
二
）。
ま
た
、
弟
弁
之
助
に
あ
る
註
記
の
よ
う
に
、
そ
の
当
時
失
踪
中
や
久
離
に
な
っ
て
い
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
諏
訪
藩
の
宗
門
改
人
別
帳
は
本
籍
地
主
義
に
則
っ
て
い
た
た
め
、
家
族
全
員
が
「
久
離
」
や
「
無
行
衛
」
の
状
態
で
あ
っ
て
も
、
一
定
期
間
は
そ
の
家
族
が
帳
面
に
記
載
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
表
１
は
、
寛
文
十
三
（
一
六
七
三
）
年
か
ら
幕
末
ま
で
の
宗
門
改
人
別
帳
か
ら
数
年
分
を
抽
出
し
、
五
人
組
編
成
順
に
名
前
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
見
し
て
、
五
人
組
に
編
成
さ
れ
な
い
家
が
毎
年
何
戸
か
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
五
人
組
に
編
成
さ
れ
た
家
の
数
は
、
寛
文
十
三
年
が
二
五
、
天
和
四
（
一
六
八
四
）
年
か
ら
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
ま
で
が
二
〇
、
貞
享
四
年
以
降
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
頃
ま
で
が
約
二
五
と
、
ほ
ぼ
安
定
的
に
推
移
し
、
宝
暦
十
年
頃
よ
り
五
人
組
の
数
が
急
増
す
る
と
と
も
に
、
年
に
よ
る
戸
数
の
変
動
も
大
き
く
な
る
。
他
方
、「
無
行
衛
」
な
ど
の
居
住
実
態
の
な
い
家
を
含
め
た
村
内
総
戸
数
は
、
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
頃
ま
で
は
三
〇
戸
前
後
で
あ
る
が
、
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
頃
か
ら
は
増
加
傾
向
と
な
り
、
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
頃
か
ら
は
五
〇
戸
を
超
え
る
よ
う
に
な
る
。
以
上
か
ら
、
赤
沼
村
に
お
い
て
は
、
十
八
世
紀
前
半
頃
ま
で
が
村
総
戸
数
も
五
人
組
構
成
戸
数
も
大
き
く
変
動
し
な
い
安
定
期
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
反
対
に
、
寛
保
・
宝
暦
期
頃
に
は
村
人
口
も
大
き
く
増
え
は
じ
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
八
世
紀
半
ば
頃
を
境
と
し
て
、
赤
沼
村
の
村
内
構
造
は
大
き
く
変
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
人
別
が
村
に
あ
り
な
が
ら
五
人
組
に
編
成
さ
れ
な
い
家
の
特
徴
と
し
て
は
、
近
世
前
期
に
お
い
て
は
、
①
庄
屋
家
、
②
判
頭
が
女
性
（
後
家
や
娘
）
の
家
、
③
家
全
体
が
「
久
離
」・「
無
行
衛
」
状
態
の
家
、
④
諏
訪
藩
家
臣
の
「
内
者
」
や
有
姓
の
者
、
⑤
そ
の
他
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
の
、
庄
屋
家
が
五
人
組
に
属
さ
な
い
と
い
う
点
は
、
当
地
域
で
は
近
世
中
期
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
が
、
安
永
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
四
表 1 赤沼村の五人組編成と組外戸
文化 13（1816）年
林治郎
藤左衛門
喜惣治
吉次郎
忠次郎
与惣治
源四郎
吉郎右衛門
市郎右衛門
喜惣右衛門
藤兵衛
勝左衛門
善左衛門
五郎右衛門
紋右衛門
藤右衛門
治助
亀吉（子）
林右衛門
今次郎
忠八
政右衛門
与左衛門
千之助
茂左衛門
清左衛門
常右衛門
音次郎
清右衛門（子）
佐兵衛
勘次郎
徳次郎
勝右衛門
亀右衛門
庄左衛門
近江
日向
駿河（主水子）
隼人
求馬（日向伯父）
富吉
七之助
覚兵衛
平吉
森右衛門（無）
佐右衛門娘
孫四郎（無）
主税
佐太夫（無）
主水
寛治（無）
太兵衛（年）
与右衛門（名）
源介（年）
他 8名略
A
B
C
D
E
F
G
H
I
五
人
組
外
安永 5（1776）年
喜惣次
与四郎
徳左衛門（年）
岡右衛門（名）
森右衛門
甚右衛門
理右衛門
藤左衛門
沖右衛門
藤助
太左衛門
勝左衛門
太兵衛
治郎左衛門
馬之助
与右衛門
権助
五郎右衛門
政右衛門（年）
清五郎
紋右衛門
磯右衛門
常右衛門
孫左衛門
清左衛門
久兵衛
繁右衛門
庄右衛門
亀松
讃岐
左近
佐太夫
織江
左内
左仲
龍山
近江
舎人
長左衛門
清七
万右衛門
清兵衛
武右衛門
要右衛門
勘右衛門
三郎兵衛
伊右衛門
両右衛門
孫七
半右衛門
伊左衛門
伝内後家
藤七
権助（無）
了心（道心）
A
B
C
D
E
F
G
H
I
五
人
組
外
享保 2（1717）年
伝四郎
八郎右衛門
市兵衛
祖兵衛
九兵衛
七左衛門
嘉右衛門
半兵衛
半右衛門
喜兵衛
太兵衛
平兵衛
与兵衛
長太夫
源左衛門
清左衛門（年）
伊兵衛
六兵衛
庄左衛門
七兵衛
祖右衛門
甚蔵
角右衛門
吉兵衛
惣右衛門
市右衛門
藤兵衛（名）
権助（無）
五右衛門（年）
貞右衛門
新八
仁左衛門
市助
惣七
与三郎
註：アルファベットは五人組の組
（内）は内者
（名）（庄）は名主・庄屋
（年）は年寄
（無）は無行衛または久離
出典は、寛文 13年から順に、長野県
2H・2、国文研 31A55、長野県 2H・12、
国文研 30L123
A
B
C
D
E
五
人
組
外
寛文 13（1673）年
賀右衛門
五右衛門
賀兵衛
甚左衛門
庄三郎
弥右衛門（年）
八左衛門
平右衛門（年）
市蔵
次左衛門（年）
半兵衛
久右衛門（年）
市左衛門
喜右衛門
市郎兵衛
平左衛門
権三郎
久兵衛
惣右衛門
次右衛門
長左衛門
与兵衛
助右衛門
加左衛門
角左衛門
矢崎弥五兵衛（内）
市右衛門後家
惣兵衛（庄）
市川十太夫後室
仁右衛門後家
小兵衛後家
吉兵衛（内）
何右衛門（内）
七左衛門
長大夫
A
B
C
D
E
五
人
組
外
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
五
期
か
ら
寛
政
期
初
期
ま
で
の
間
は
例
外
的
に
庄
屋
家
も
五
人
組
編
成
に
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
年
寄
家
に
つ
い
て
は
、
十
七
世
紀
中
は
原
則
五
人
組
に
加
わ
っ
て
い
る
が
、
寛
保
期
頃
よ
り
五
人
組
に
加
わ
ら
な
く
な
る
傾
向
と
な
る
。
十
八
世
紀
半
ば
以
降
、
一
時
期
を
除
い
て
、
庄
屋
と
年
寄
は
と
も
に
一
般
村
民
と
は
区
別
さ
れ
る
特
別
な
地
位
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
に
⑤
の
、
そ
の
他
の
例
と
し
て
は
、
寛
文
十
三
年
の
長
太
夫
家
と
七
左
衛
門
家
、
貞
享
三
年
の
八
郎
右
衛
門
家
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
長
太
夫
家
と
八
郎
右
衛
門
家
は
新
た
に
赤
沼
村
に
人
別
記
載
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
家
で
あ
る
。
三
家
と
も
数
年
後
に
五
人
組
に
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
村
で
は
、
人
別
記
載
さ
れ
た
年
の
数
年
後
に
村
の
五
人
組
に
編
成
さ
れ
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
か
ら
、
五
人
組
に
編
成
さ
れ
た
家
は
村
の
正
構
成
員
た
る
地
位
を
認
め
ら
れ
た
家
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
反
対
に
、
五
人
組
編
成
か
ら
も
れ
た
家
は
、
い
ま
だ
村
の
准
構
成
員
的
地
位
に
と
ど
ま
る
家
で
あ
る
か
、
反
対
に
庄
屋
家
や
「
内
者
」
の
よ
う
に
、
一
般
村
民
と
は
区
別
す
べ
き
特
殊
な
地
位
を
認
め
ら
れ
た
家
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
上
述
の
讃
岐
・
織
江
・
左
近
・
佐
太
夫
・
龍
山
ら
の
先
祖
に
あ
た
る
Ａ
氏
一
門
の
長
太
夫
・
式
部
太
夫
は
、
す
で
に
天
和
期
か
ら
五
人
組
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
五
人
組
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
者
の
な
か
に
は
、
例
外
的
に
判
頭
で
な
い
者
の
名
も
見
ら
れ
る
。
早
い
例
で
は
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
の
曽
兵
衛
（
市
兵
衛
弟
）
と
五
左
衛
門
（
甚
兵
衛
弟
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
文
化
十
三
（
一
八
一
六
）
年
の
場
合
に
は
、
亀
吉
（
惣
右
衛
門
子
）・
清
右
衛
門
（
藤
右
衛
門
子
）・
駿
河
（
主
水
子
）・
求
馬
（
日
向
伯
父
）・
七
之
助
（
庄
右
衛
門
子
）
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
曽
兵
衛
・
五
左
衛
門
・
清
右
衛
門
・
求
馬
な
ど
の
場
合
は
、
判
頭
も
同
時
に
五
人
組
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
稀
に
で
は
あ
る
が
、
判
頭
と
そ
の
家
内
男
子
が
同
じ
年
に
別
々
に
五
人
組
に
編
成
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
両
者
の
名
前
の
下
に
捺
さ
れ
て
い
る
印
鑑
は
同
一
の
印
鑑
で
あ
り
、
公
法
的
に
は
両
者
は
ひ
と
つ
の
家
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
六
二赤
沼
村
Ａ
氏
一
門
の
展
開
赤
沼
村
の
Ａ
氏
一
門
は
、
図
の
よ
う
に
分
家
を
出
し
な
が
ら
、
近
世
後
期
に
は
八
戸
な
い
し
九
戸
程
度
の
同
族
集
団
に
成
長
し
て
い
る
。
従
来
Ａ
氏
一
門
に
つ
い
て
は
、
長
太
夫
と
右
京
が
延
享
期
頃
に
上
諏
訪
宿
内
で
千
秋
万
歳
を
行
っ
て
い
た
こ
と
や
、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
に
讃
岐
と
近
江
が
諏
訪
藩
領
分
限
り
の
万
歳
興
行
権
を
め
ぐ
っ
て
他
所
万
歳
と
争
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
⑻
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
特
徴
的
な
職
分
は
超
歴
史
的
に
存
在
し
た
訳
で
は
な
い
。
以
下
で
は
、
各
時
期
に
お
け
る
Ａ
氏
一
門
の
特
徴
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
十
七
世
紀
の
長
太
夫
家
・
式
部
太
夫
家
Ａ
氏
初
代
の
長
太
夫
は
下
諏
訪
宿
湯
之
町
市
郎
兵
衛
を
弟
に
持
ち
、
寛
文
十
三
年
当
時
は
「
後
室
ノ
借
家
ニ
罷
有
」
る
状
態
で
あ
っ
た
。
同
年
の
宗
門
改
人
別
帳
で
は
長
太
夫
家
は
帳
面
末
尾
近
く
に
加
筆
の
形
で
記
さ
れ
て
お
り
、
直
前
の
時
期
に
当
村
に
移
住
し
て
き
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
初
代
長
太
夫
に
は
男
子
が
五
人
あ
り
、
後
年
に
は
長
男
の
藤
右
衛
門
が
家
督
を
継
ぎ
（＝
津
兵
衛
）、
三
男
の
符
治
右
衛
門
は
改
名
し
て
式
部
太
夫
家
の
祖
と
な
る
。
四
男
の
六
兵
衛
は
寛
文
十
三
年
当
時
「
山
中
三
太
夫
⑼
所
ニ
奉
公
仕
候
、
戌
年
 
八
年
置
申
候
」
と
あ
り
、
八
年
季
の
武
家
奉
公
勤
め
を
し
て
い
た
。
当
時
の
赤
沼
村
で
武
家
奉
公
す
る
者
は
珍
し
く
な
く
、
こ
の
点
で
長
太
夫
家
は
他
の
百
姓
家
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
（
表
２
│
１
）。
天
和
四
（
一
六
八
四
）
年
に
な
る
と
、
天
和
元
年
に
欠
落
し
た
判
頭
津
兵
衛
に
代
わ
っ
て
、
弟
の
清
兵
衛
が
三
代
目
判
頭
に
な
っ
て
お
り
、
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
に
は
さ
ら
に
弟
の
長
太
夫
が
四
代
目
判
頭
に
な
る
。
他
方
、
分
家
の
式
部
太
夫
家
で
は
、
高
遠
か
ら
嫁
い
だ
女
房
と
の
間
に
嫡
子
藤
次
郎
が
生
ま
れ
、
貞
享
三
年
に
は
、
養
子
と
し
て
金
五
郎
夫
妻
が
家
族
に
加
わ
る
（
表
２
│
２
）。
上
記
の
十
七
世
紀
中
に
お
け
る
長
太
夫
・
式
部
太
夫
両
家
は
、
百
姓
名
を
名
乗
り
、
男
子
を
武
家
奉
公
に
出
し
た
り
、
家
来
・
下
女
を
抱
え
た
り
と
、
当
時
の
百
姓
家
に
よ
く
見
ら
れ
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
特
段
勧
進
宗
教
者
的
な
性
格
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
七
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
八
と
こ
ろ
が
、
貞
享
三
年
こ
ろ
か
ら
元
禄
期
に
か
け
て
両
家
の
性
格
に
若
干
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
式
部
太
夫
家
で
は
、
高
遠
出
身
の
養
子
金
五
郎
夫
婦
を
迎
え
た
貞
享
三
年
か
ら
翌
四
年
に
か
け
て
、
式
部
太
夫
の
伊
豫
へ
の
改
名
と
女
房
の
記
載
の
変
化
と
を
確
認
で
き
、
さ
ら
に
貞
享
五
年
に
は
、
式
部
太
夫
の
血
縁
家
族
が
村
か
ら
姿
を
消
し
、
養
子
で
あ
る
金
五
郎
夫
婦
だ
け
が
村
内
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
伊
豫
に
改
名
し
た
式
部
太
夫
は
他
所
へ
転
出
し
、
養
子
の
金
五
郎
が
式
部
太
夫
家
の
名
跡
を
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
九
表 2−1 長太夫家の家内人別
寛文 13（1673）年
① 長太夫 （56） 湯町市郎兵衛は弟
女 房（50）
子 藤右衛門（30） →津兵衛
子 清兵衛（26）
子 符治右衛門（24） →式部太夫
女 房（20） 高遠生伝十郎娘
子 六兵衛（17） 山中三太夫所奉公
子 五郎兵衛
延宝 9（1681）年
② 津兵衛
〔断裁欠〕
〔断裁欠〕
弟 清兵衛（34）
弟 六兵衛（24）
母 （64）
宮高抱 ちやう（44）
下女 せん（16）
天和 4（1684）年
③ 清兵衛（37） 湯町市郎兵衛は伯父
弟 新五兵衛（36）
女 房（21） 伊奈領稲部彦弥娘
兄 津兵衛（41） 欠落
家来 母 （67）
下女 せん（19）
家来 ちやう（47）
貞享 3（1686）年
④ 長太夫（38） 湯町市郎兵衛は伯父
女 房（23） 伊那稲部村彦弥娘
兄 津兵衛（43） 欠落
母 （69）
宮高家来 ちやう（49）
養子 でう（2）
下女 せん（21）
貞享 5（1688）年
長太夫（40） 湯町市郎兵衛は伯父
女 房（25） 伊那領稲部村彦弥娘
兄 津兵衛（45） 欠落
母 （71）
家来 ちやう（51）
下女 せん（23）
元禄 10（1697）年
⑤ 長太夫（42）
女 房（32） 湯町庄太夫娘
母 （74）
津兵衛 欠落
（＊ 長太夫先妻 欠落）
宝永 4（1707）年
長太夫（52）
女 房（43）
兄 津兵衛（54） 欠落
子 松 十（10）
子 長 松（6）
子 百之助（3）
下女 下女（27）
＊ 長太夫先妻 無行衛
＊ 湯町徳兵衛娘はる 年季者
表 2−2 式部太夫家の家内人別
延宝 9（1681）年
① 式部太夫（32）
女 房（28） 高遠伝十郎娘
子 藤次郎（8）
天和 4（1684）年
式部太夫（35） 清兵衛は兄
女 房（31） 高遠伝十郎娘
子 藤次郎（11）
養子 ふじ（18）
貞享 3（1686）年
式部太夫（36） 長太夫は兄
女 房（36） 埴原田与四兵衛妹
養子 ふじ（20）
子 藤次郎（13）
養子 金五郎（28） 高遠袋町利兵衛子
女 房（26） 上伊那真黒村勘太郎娘
貞享 4（1687）年
伊 豫（37）
女 房（32） 中金子五左衛門娘
子 藤次郎（14）
養子 ふじ（21）
養子 金五郎（29） 高遠袋町利兵衛子
女 房（27）上伊那真黒村勘太郎娘
貞享 5（1688）年
② 金五郎（30） 高遠袋町利兵衛子
女 房（28） 上伊那真黒村勘太郎娘
元禄 15（1702）年
金五郎（44）
女 房（42） 真黒村勘太郎娘
子 亀五郎（8）
女子 かつ（6）
女子 ゑん（3）
註：出典は、年代の古いものから順に、長野県
2H・2、国文研 31A739、長野県 2H・3、長
野 県 2H・5、長 野 県 2H・6、国 文 研 31A
52、国文研 31A740、国文研 31A741、国
文研 31A53。
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
一
〇
ま
た
、
本
家
長
太
夫
家
の
場
合
、
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
の
史
料
で
は
、
長
太
夫
が
四
〇
歳
、
女
房
が
二
五
歳
と
書
か
れ
、
女
房
は
「
伊
那
領
稲
部
村
彦
弥
娘
」
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
九
年
後
の
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
の
史
料
で
は
、
長
太
夫
が
四
二
歳
、
女
房
が
三
二
歳
と
さ
れ
、
女
房
は
「
湯
町
庄
太
夫
娘
」
と
さ
れ
て
い
る
。
貞
享
五
年
の
長
太
夫
夫
婦
と
元
禄
十
年
の
長
太
夫
夫
婦
と
は
と
も
に
別
人
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
が
、
天
和
元
年
に
欠
落
し
た
「
兄
」
津
兵
衛
が
家
内
人
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
家
と
し
て
は
同
一
の
家
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
長
太
夫
家
は
、
貞
享
五
年
か
ら
元
禄
十
年
の
間
に
血
統
が
絶
え
た
が
、
判
頭
の
名
前
は
そ
の
ま
ま
に
、
夫
婦
養
子
な
ど
の
形
で
家
が
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
長
太
夫
家
・
式
部
太
夫
家
で
は
貞
享
・
元
禄
期
に
直
系
血
族
が
絶
え
、
傍
系
血
族
あ
る
い
は
非
血
縁
家
族
に
よ
っ
て
家
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
氏
一
門
は
十
八
世
紀
半
ば
以
降
に
勧
進
宗
教
者
家
と
し
て
の
性
格
を
明
確
に
し
て
い
く
が
、
そ
の
変
化
を
促
進
し
た
一
要
因
に
、
こ
の
貞
享
・
元
禄
期
の
血
統
交
替
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
享
保
期
以
降
の
一
門
当
該
期
の
特
徴
は
、
分
家
の
簇
生
と
、
勧
進
宗
教
者
的
性
格
の
顕
在
化
で
あ
る
。
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
頃
ま
で
は
一
門
の
家
は
長
太
夫
家
と
式
部
太
夫
系
の
源
左
衛
門
家
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
に
は
安
右
衛
門
家
と
浅
右
衛
門
家
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
両
家
か
ら
は
さ
ら
に
左
仲
家
（
安
永
五
年
）・
舎
人
家
（
宝
暦
十
年
）・
主
税
家
（
文
化
十
三
年
）
が
分
出
し
て
お
り
、
一
門
の
拡
大
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
史
料
的
制
約
か
ら
安
右
衛
門
・
浅
右
衛
門
両
家
の
独
立
年
は
不
詳
だ
が
、
浅
右
衛
門
系
の
采
女
が
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
四
月
に
摂
津
西
宮
神
社
へ
許
状
を
求
め
て
登
っ
た
時
の
次
の
史
料
⑽
か
ら
、
浅
右
衛
門
家
は
長
太
夫
系
・
式
部
太
夫
系
い
ず
れ
か
の
系
統
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
、
元
文
度
配
下
人
別
帳
取
調
候
処
、
信
濃
国
諏
訪
郡
上
諏
訪
古
町
Ａ
太
仲
・
同
国
同
郡
赤
沼
村
Ａ
舎
人
与
有
之
、
寛
政
度
之
人
別
（
衍
）
帳
ニ
諏
訪
郡
福
沢
村
Ａ
左
仲
与
有
之
候
ニ
付
、
今
度
相
相
登
候
Ａ
釆
女
者
何
れ
之
子
孫
ニ
候
哉
難
相
分
候
ニ
付
、
巨
細
聞
糺
候
所
、
元
来
赤
沼
村
住
居
ニ
而
元
文
之
頃
諏
訪
古
町
へ
罷
出
候
、
其
後
福
沢
村
江
も
罷
出
候
而
只
今
之
処
者
元
之
赤
沼
村
江
立
帰
り
住
居
仕
候
、
依
之
蛭
児
大
神
宮
様
者
古
町
ニ
鎮
座
ニ
御
座
候
、
只
今
ニ
而
も
其
社
を
支
配
致
し
候
段
答
候
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
一
一
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
采
女
の
先
祖
は
元
来
赤
沼
村
の
者
で
、
元
文
期
に
諏
訪
古
町
（
上
諏
訪
宿
）
へ
移
住
し
、
そ
の
後
福
沢
村
を
経
て
赤
沼
村
に
戻
っ
た
と
さ
れ
る
。
元
文
期
に
は
赤
沼
村
に
舎
人
と
称
す
る
え
び
す
社
人
が
い
た
こ
と
が
西
宮
神
社
の
配
下
人
別
帳
に
記
さ
れ
て
い
た
と
も
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
舎
人
が
采
女
の
先
祖
に
あ
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
安
右
衛
門
家
に
つ
い
て
は
、
寛
保
二
年
の
宗
門
改
人
別
帳
で
用
い
ら
れ
た
印
鑑
が
左
太
夫
家
（
式
部
太
夫
系
）
の
延
享
三
年
の
印
鑑
と
同
じ
印
影
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
国
文
研
三
一
Ａ
五
七
、
国
文
研
三
一
Ａ
九
二
四
）、
安
右
衛
門
家
は
左
太
夫
家
か
ら
分
か
れ
出
た
可
能
性
が
高
い
。
上
記
の
庶
家
を
含
め
た
一
門
の
家
々
は
、
十
八
世
紀
半
ば
以
前
に
お
い
て
は
家
名
（
判
頭
名
）
が
全
て
百
姓
名
で
あ
り
、
勧
進
宗
教
者
ら
し
き
肩
書
き
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
宝
暦
期
後
期
頃
か
ら
太
神
楽
・
西
宮
神
職
と
い
っ
た
肩
書
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
安
永
期
に
至
る
と
、
全
て
の
家
で
諏
訪
大
祝
被
官
・
山
伏
・
万
歳
・
太
神
楽
・
西
宮
神
職
の
い
ず
れ
か
の
肩
書
き
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
延
享
期
頃
に
上
諏
訪
宿
内
で
千
秋
万
歳
を
行
っ
て
い
た
長
太
夫
の
よ
う
に
、
一
門
の
者
の
な
か
に
は
従
前
か
ら
部
分
的
に
勧
進
芸
能
に
携
わ
っ
て
い
た
者
も
存
在
し
た
が
、
居
村
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
家
が
勧
進
宗
教
者
の
家
と
し
て
村
人
か
ら
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
安
永
期
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
個
々
の
家
が
公
的
に
家
職
を
表
明
す
る
よ
う
に
な
る
前
提
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
所
か
ら
の
公
認
が
不
可
欠
で
あ
り
、
本
所
支
配
体
系
へ
の
編
入
と
い
う
契
機
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
Ａ
氏
一
門
の
事
例
を
見
る
限
り
、
か
か
る
動
向
を
も
っ
て
特
定
の
家
職
が
家
ご
と
に
確
立
し
た
と
い
う
評
価
は
一
概
に
下
せ
な
く
、
特
定
の
家
職
へ
の
分
化
・
特
化
と
い
う
評
価
も
場
合
に
よ
っ
て
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
宝
暦
十
（
一
七
六
〇
）
年
頃
に
浅
右
衛
門
家
か
ら
分
家
独
立
し
た
舎
人
は
西
宮
神
職
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
舎
人
を
分
出
し
た
浅
右
衛
門
家
は
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
の
間
百
姓
名
で
存
在
し
て
い
る
。
次
の
史
料
も
見
て
み
よ
う
。
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
一
二
右
は
、
舎
人
が
分
家
独
立
す
る
前
の
、
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
と
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
の
浅
右
衛
門
家
の
宗
門
人
別
で
あ
る
。
浅
右
衛
門
の
長
男
藤
次
郎
が
、
十
年
後
の
宝
暦
二
年
に
は
西
宮
神
職
と
し
て
の
職
分
を
得
て
舎
人
に
改
名
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
西
宮
神
職
に
な
っ
た
の
は
長
男
個
人
で
あ
り
、
戸
主
と
次
男
は
依
然
肩
書
き
の
な
い
百
姓
名
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
浅
右
衛
門
家
を
継
い
だ
次
男
吉
之
丞
は
明
和
期
ま
で
百
姓
名
を
用
い
続
け
て
、
安
永
五
年
に
至
っ
て
「
万
歳
職
近
江
」
と
な
っ
て
い
る
（
長
野
県
・
二
Ｈ
・
一
一
）。
こ
の
舎
人
は
、
別
家
独
立
後
安
永
期
ま
で
赤
沼
村
に
存
在
し
た
が
、
天
明
期
以
降
姿
を
消
す
。
そ
し
て
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
の
下
諏
訪
宿
宗
門
改
人
別
帳
に
「
社
人
舎
人
」
の
家
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
国
文
研
三
一
Ａ
一
一
四
一
）⑾
。
そ
の
舎
人
家
は
天
明
八
年
か
ら
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
に
か
け
て
下
諏
訪
宿
の
人
別
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
期
間
に
赤
沼
村
内
に
え
び
す
職
の
者
は
見
当
た
ら
な
い
。
〔
寛
保
二
年
〕（
国
文
研
三
一
Ａ
五
七
）
〔
宝
暦
二
年
〕（
国
文
研
三
一
Ａ
五
八
）
浄
土
宗
浄
土
宗
貞
松
院
印
浅
右
衛
門
四
十
㊞
貞
松
院
印
浅
右
衛
門
五
十
㊞
女
房
三
十
六
女
房
三
十
三
母
六
十
一
娘
ゆ
う
十
八
娘
し
ゅ
ん
十
二
西
宮
神
職
子
舎
人
十
六
㊞
同
ゆ
う
八
ツ
同
吉
之
丞
十
四
㊞
子
藤
次
郎
六
ツ
㊞
娘
か
ん
二
つ
同
七
之
丞
四
ツ
㊞
母
七
十
一
弟
喜
右
衛
門
三
十
二
㊞
男
女
〆
七
人
同
寺
印
男
女
〆
八
人
同
寺
印
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
一
三
す
な
わ
ち
、
浅
右
衛
門
家
で
は
寛
保
二
年
以
降
に
長
男
名
義
で
「
西
宮
神
職
」
の
地
位
│
│
お
そ
ら
く
物
件
化
し
た
職
株
│
│
を
得
た
が
、
戸
主
の
村
内
で
の
社
会
的
立
場
は
以
前
の
ま
ま
変
化
無
く
、
一
時
期
、
一
家
内
に
百
姓
身
分
の
者
と
「
西
宮
神
職
」
の
者
と
が
同
時
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
百
姓
家
内
に
勧
進
宗
教
者
家
族
が
含
ま
れ
る
例
や
、
反
対
に
、
勧
進
宗
教
者
家
内
に
他
の
職
分
の
者
が
含
ま
れ
る
と
い
う
例
は
他
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
舎
人
家
の
長
男
常
次
郎
（
当
時
二
二
歳
）
は
、
天
明
八
年
の
下
諏
訪
宿
の
宗
門
改
人
別
帳
に
「
奉
願
午
ノ
年
 
戌
ノ
年
迄
五
年
季
甲
州
甲
府
八
日
町
永
楽
屋
久
兵
衛
方
ニ
罷
有
候
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
甲
府
の
商
家
に
年
季
奉
公
を
し
て
い
る
（
国
文
研
三
一
Ａ
一
一
四
一
）。
ま
た
、
十
九
世
紀
に
は
陰
陽
家
職
の
家
で
あ
っ
た
近
江
家
で
は
、
文
化
期
に
子
の
主
税
を
分
家
独
立
さ
せ
て
い
る
が
、
主
税
は
「
諏
方
歌
之
助
被
官
」（
諏
訪
上
社
大
祝
家
被
官
）
で
あ
っ
た
（
国
文
研
三
〇
Ｌ
一
二
三
）。
こ
の
近
江
家
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
（
国
文
研
三
一
Ａ
五
七
）。
浄
土
宗貞
松
院
㊞
陰
陽
家
職
近
江
㊞
奉
願
昨
申
年
六
月
江
戸
表
水
戸
様
御
城
附
久
貝
太
郎
兵
衛
殿
御
頼
ニ
付
出
府
仕
罷
在
候
（
欠
）
男
□
（
欠
）
女
（
欠
）
（
孫
４
人
略
）
甥
采
女
三
十
㊞
（
采
女
女
房
・
甥
等
３
人
略
）
西
宮
職
（
欠
）
（
２
人
略
）
男
女
〆
拾
五
人
同
寺
㊞
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
一
四
断
裁
に
よ
る
欠
損
部
分
が
解
釈
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
陰
陽
家
職
を
職
分
に
し
て
い
た
近
江
家
の
な
か
に
、
西
宮
職
を
職
分
に
す
る
者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
近
江
の
男
子
と
思
わ
れ
る
某
は
、
水
戸
藩
士
で
文
化
人
の
久
貝
太
郎
兵
衛
に
招
か
れ
て
江
戸
に
出
て
い
る
。
従
来
え
び
す
社
人
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
ぼ
ん
ぼ
く
」
や
「
い
た
か
」
の
よ
う
に
、
時
と
し
て
共
同
体
か
ら
賤
視
さ
れ
る
地
域
社
会
の
底
辺
的
存
在
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
近
江
家
を
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
十
九
世
紀
に
な
る
と
反
対
に
、
そ
れ
ま
で
の
特
殊
な
職
分
を
放
棄
し
、
村
共
同
体
の
一
員
と
し
て
家
の
存
続
を
は
か
る
家
も
あ
る
。
文
政
七
年
頃
ま
で
諏
訪
上
社
被
官
の
家
で
あ
っ
た
駿
河
家
は
弘
化
三
年
に
は
富
右
衛
門
家
と
勇
左
衛
門
家
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
両
家
は
と
も
に
諏
訪
大
祝
被
官
や
神
職
と
い
っ
た
肩
書
き
を
冠
し
て
い
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
赤
沼
村
Ａ
氏
一
門
は
、
十
八
世
紀
半
ば
頃
か
ら
勧
進
宗
教
者
と
し
て
の
性
格
を
村
内
で
顕
在
化
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
家
職
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
一
門
の
家
内
男
子
は
百
姓
名
を
名
乗
る
場
合
と
受
領
名
や
官
途
名
を
名
乗
る
場
合
と
が
あ
り
、
ひ
と
つ
の
家
内
で
複
数
の
受
領
名
や
官
途
名
が
名
乗
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
⑿
。
勧
進
宗
教
者
と
し
て
の
職
分
・
地
位
が
売
買
可
能
な
物
件
と
し
て
株
化
し
た
近
世
後
期
に
あ
っ
て
は
、
村
の
一
門
内
で
は
勿
論
の
こ
と
、
一
つ
の
家
内
で
異
種
の
職
株
を
同
時
に
持
つ
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
後
期
に
彼
ら
が
特
定
の
家
職
に
特
化
し
て
い
く
と
い
う
理
解
は
、
現
象
の
一
面
を
捉
え
た
理
解
に
過
ぎ
ず
、
個
別
的
に
見
れ
ば
、
家
職
概
念
の
形
骸
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
方
向
性
も
存
在
し
え
た
の
で
あ
る
。
近
世
後
期
の
村
役
人
層
の
新
た
な
身
分
的
動
向
を
捉
え
た
い
わ
ゆ
る
身
分
的
中
間
層
論
は
、
家
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
た
人
々
の
身
分
的
地
位
が
個
人
を
基
点
に
す
る
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
論
じ
た
議
論
で
あ
っ
た
が
⒀
、
そ
れ
と
似
た
動
向
が
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
の
家
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
⒁
。近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
一
五
三縁
戚
関
係
Ａ
氏
一
門
の
家
は
信
州
内
の
伊
那
郡
高
遠
町
や
安
曇
郡
一
日
市
場
村
と
い
っ
た
比
較
的
遠
隔
地
の
家
と
も
縁
戚
関
係
を
結
ん
で
い
る
⒂
。
こ
れ
ら
の
町
村
は
え
び
す
社
人
の
居
住
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
同
族
同
職
集
団
内
の
婚
姻
関
係
を
窺
わ
せ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
実
際
に
Ａ
氏
と
縁
戚
関
係
を
結
ん
だ
他
町
村
の
家
々
に
つ
い
て
宗
門
改
人
別
帳
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
を
述
べ
る
。
下
諏
訪
宿
庄
太
夫
家
初
代
長
太
夫
が
湯
之
町
の
市
郎
兵
衛
と
兄
弟
関
係
に
あ
る
な
ど
、
赤
沼
村
の
Ａ
氏
と
下
諏
訪
宿
と
の
関
係
は
十
七
世
紀
半
ば
か
ら
存
在
す
る
。
な
か
で
も
、
元
禄
期
に
異
血
統
よ
り
家
督
を
継
い
だ
五
代
目
長
太
夫
は
下
諏
訪
宿
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
五
代
目
長
太
夫
の
舅
は
湯
之
町
の
庄
太
夫
と
い
う
者
で
あ
り
、
長
太
夫
の
代
に
は
同
町
の
徳
兵
衛
家
か
ら
十
年
季
で
下
女
も
受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
の
湯
之
町
庄
太
夫
の
家
族
に
つ
い
て
、
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
か
ら
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
迄
を
書
き
上
げ
る
と
表
３
の
通
り
で
あ
る
。
貞
享
三
年
の
史
料
は
下
人
安
兵
衛
以
下
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
当
時
の
庄
太
夫
家
は
、
長
男
家
族
と
表 3 下諏訪宿庄太夫家の家内人別
享保 10（1725）年
庄太夫（57）
女房（49）
女子 とら（28）
下女 べん（8）
男子 吉之丞（18）
男子 徳之丞（12）
孫 万蔵（8）
寛延 3（1750）年
社人 数馬（15）＊2
母（34）
伯父 平右衛門（37）＊3
女房（31）
弟 吉治郎（13）
妹 とよ（8）
弟 磯五郎（5）
*1 伊那樋口ノ久太夫娘
*2 社人
*3 志賀七右衛門所
貞享 3（1686）年
庄太夫（57）
女房（49）
男子 六弥（27）
女房（19）＊1
男子 杢三郎（18）
女子 しゅん（14）
孫 むつ（2）
久太夫後家（72）
下人 安兵衛
（以下欠）
（家内合計 12人）
元禄 16（1703）年
庄太夫（35）
女房（27）
母（66）
女子 つな（9）
女子 とら（6）
下女 とん（25）
下女 とあ（18）
出典は、年代の古い順に、
国文研 31A994、国文研 31
A795、国 文 研 31A996、
国文研 31A1062。
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
一
六
次
男
家
族
、
下
人
を
含
む
計
一
二
人
の
複
合
大
家
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
赤
沼
村
長
太
夫
家
に
娘
を
嫁
が
せ
た
の
は
こ
の
代
の
庄
太
夫
で
あ
る
。
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
の
庄
太
夫
家
は
そ
の
次
世
代
に
あ
た
り
、
依
然
下
人
二
人
を
抱
え
る
も
、
世
帯
規
模
は
前
代
か
ら
縮
小
し
て
い
る
。
こ
の
頃
の
下
諏
訪
宿
の
宗
門
改
人
別
帳
は
、
宿
内
の
全
戸
を
書
き
上
げ
た
後
に
「
此
内
」
と
し
て
、
一
部
の
家
に
関
す
る
特
記
事
項
が
記
さ
れ
て
い
る
。
貞
享
三
年
の
場
合
、「
一
、
庄
太
夫
妻
子
共
ニ
拾
弐
人
、
是
者
ゑ
ひ
す
い
の
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
庄
太
夫
家
が
「
え
び
す
祈
り
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
元
禄
十
六
年
の
場
合
は
、「
山
伏
弐
人
大
乗
院
弟
子
共
ニ
」「
同
（
山
伏
・
引
用
者
（
博
）
註
）
壱
人
本
明
院
」
な
ど
と
い
う
記
事
と
と
も
に
、「
轉
士
壱
人
正
太
夫
、
縣
神
子
三
人
同
人
妻
女
」
と
い
う
記
載
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
庄
太
夫
家
は
え
び
す
祈
り
か
ら
博
士
・
縣
神
子
へ
と
呼
称
変
化
し
て
い
る
が
、
下
っ
て
享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
に
至
る
と
、
庄
太
夫
家
は
、
当
人
夫
妻
と
女
子
三
名
・
男
子
二
名
・
孫
一
名
の
計
八
人
家
族
と
な
り
、
下
人
は
存
在
し
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
人
別
帳
末
尾
の
註
記
は
「
轉
士
壱
人
庄
太
夫
、
縣
神
子
弐
人
同
人
女
房
娘
」
と
な
る
（
国
文
研
三
一
Ａ
九
九
六
）。
元
禄
十
六
年
に
は
庄
太
夫
家
の
妻
と
女
子
は
全
員
が
縣
神
子
で
あ
っ
た
が
、
享
保
十
年
で
は
、
四
人
の
う
ち
二
人
だ
け
が
縣
神
子
と
さ
れ
て
い
る
。
庄
太
夫
家
は
享
保
十
年
か
ら
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
の
間
に
代
替
わ
り
し
て
、
判
頭
の
名
前
が
数
馬
に
変
わ
る
。
そ
の
間
、
同
家
に
関
す
る
註
記
は
、
元
文
二
（
一
七
三
七
）
年
か
ら
寛
保
四
（
一
七
四
四
）
年
の
間
に
、「
蛭
児
社
人
」
へ
と
変
化
す
る
（
国
文
研
三
一
Ｍ
三
四
四
）。
そ
し
て
幕
末
期
ま
で
「
夷
社
人
」「
蛭
児
社
人
」
な
ど
と
い
う
語
が
庄
太
夫
家
（
数
馬
家
）
の
肩
書
き
と
し
て
定
着
す
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
庄
太
夫
家
は
、
貞
享
期
頃
ま
で
は
え
び
す
祈
り
を
家
職
と
す
る
複
合
大
家
族
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
期
後
期
に
な
る
と
単
婚
小
家
族
に
移
行
し
、
享
保
期
に
は
下
人
も
存
在
し
な
く
な
る
。
そ
し
て
元
禄
期
以
降
、
判
頭
本
人
は
博
士
、
家
内
女
子
は
縣
神
子
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
享
保
期
に
は
縣
神
子
職
は
家
内
女
子
の
一
部
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
寛
保
期
以
降
に
な
る
と
、
同
家
は
え
び
す
社
人
と
し
て
宗
門
改
人
別
帳
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
⒃
。
こ
の
よ
う
に
、
下
諏
訪
宿
の
庄
太
夫
家
は
、
貞
享
期
以
前
か
ら
の
え
び
す
職
関
係
の
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
家
族
に
つ
い
て
み
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
一
七
る
と
、
全
員
が
必
ず
し
も
勧
進
職
に
つ
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
享
保
十
年
に
は
庄
太
夫
の
次
男
で
徳
之
丞
（
成
人
後
、
平
右
衛
門
に
改
名
）
と
い
う
者
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
者
は
寛
延
三
年
以
降
の
宗
門
改
人
別
帳
で
は
「
志
賀
七
右
衛
門
所
ニ
罷
有
候
」
な
ど
や
、
「
御
手
明
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
（
国
文
研
三
一
Ａ
一
〇
六
二
、
同
三
一
Ａ
九
三
七
）。
志
賀
七
右
衛
門
は
四
〇
〇
石
取
級
の
諏
訪
藩
の
上
級
家
臣
で
あ
り
、
庄
太
夫
家
の
平
右
衛
門
は
そ
の
家
中
奉
公
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
般
百
姓
家
赤
沼
村
の
Ａ
氏
一
門
が
縁
戚
関
係
を
結
ん
だ
家
は
同
職
の
家
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
寛
延
四
（
一
七
五
一
）
年
の
赤
沼
村
宗
門
改
人
別
帳
に
記
さ
れ
た
武
居
村
⒄
権
平
家
と
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
の
北
真
志
野
村
吉
弥
家
な
ど
は
、
当
時
ご
く
一
般
的
に
存
在
し
た
零
細
な
諸
稼
ぎ
層
の
家
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
武
居
村
権
平
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
寛
延
四
年
赤
沼
村
宗
門
改
人
別
帳
は
、「
武
居
村
権
平
娘
、
当
村
之
佐
太
夫
養
女
ニ
参
候
」
と
記
し
て
お
り
、
そ
の
年
に
赤
沼
村
佐
太
夫
家
に
武
居
村
権
平
家
か
ら
娘
が
養
子
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
佐
太
夫
家
は
、
式
部
太
夫
家
の
流
れ
を
引
く
赤
沼
村
Ａ
氏
一
門
の
家
で
あ
り
、
宝
暦
期
以
降
の
宗
門
改
人
別
帳
で
は
太
神
楽
の
家
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
武
居
村
の
宗
門
改
人
別
帳
か
ら
同
じ
頃
の
権
平
家
に
関
す
る
記
述
を
摘
出
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
国
文
研
三
一
Ｍ
一
七
三
）。
右
よ
り
、
享
保
二
十
一
（
一
七
三
六
）
年
の
権
平
家
は
家
族
五
人
の
単
婚
小
家
族
で
、
権
平
の
弟
清
可
が
座
頭
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
子
の
吉
之
助
が
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
に
一
三
歳
で
下
社
の
若
宮
祝
屋
敷
に
仕
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
判
頭
の
権
〔
享
保
二
十
一
年
〕
〔
延
享
四
年
〕
（
檀
那
寺
神
宮
寺
）
同
権
平
三
十
四
同
権
平
四
十
四
女
房
二
十
七
若
宮
祝
所
子
吉
之
助
十
三
弟
座
頭
│
女
あ
き
九
子
吉
之
助
三
同
き
く
四
女
あ
き
弟
座
頭
清
可
四
十
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
一
八
平
自
身
に
は
何
の
肩
書
き
も
な
い
。
権
平
家
に
関
し
て
は
、
掲
示
し
た
も
の
以
外
に
さ
ら
に
元
文
六
（
一
七
四
一
）
年
と
寛
保
四
（
一
七
四
四
）
年
の
デ
ー
タ
が
あ
る
が
、
そ
の
両
年
と
も
に
「
若
宮
祝
所
」
な
ど
と
い
う
肩
書
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
寛
延
四
（
一
七
五
一
）
年
に
赤
沼
村
佐
太
夫
家
に
養
女
に
行
っ
た
権
平
の
娘
は
、
し
け
（
当
時
二
九
歳
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
該
当
す
る
娘
は
上
記
の
享
保
二
十
一
年
か
ら
延
享
四
年
ま
で
の
間
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
け
は
、
す
で
に
享
保
二
十
年
以
前
か
ら
権
平
家
を
出
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
、
十
八
世
紀
半
ば
の
権
平
家
は
、
家
計
補
充
や
口
減
ら
し
の
た
め
に
若
年
の
う
ち
か
ら
家
内
労
働
力
を
外
部
に
放
出
す
る
、
近
世
村
落
に
一
般
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
零
細
経
営
戸
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勧
進
宗
教
者
と
し
て
の
性
格
は
権
平
家
の
場
合
き
わ
め
て
希
薄
と
い
え
よ
う
。
次
に
、
幕
末
期
の
北
真
志
野
村
吉
弥
家
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
北
真
志
野
村
は
、
赤
沼
村
か
ら
西
方
約
三
キ
ロ
に
あ
る
村
高
六
〇
〇
石
前
後
の
農
村
で
あ
る
。
北
真
志
野
村
吉
弥
家
と
赤
沼
村
Ａ
氏
と
の
関
係
は
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
の
赤
沼
村
宗
門
改
人
別
帳
に
、
「
北
真
志
野
村
吉
弥
女
房
致
離
別
、
当
時
親
勇
左
衛
門
方
江
立
帰
り
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
長
野
県
・
二
Ｈ
・
一
四
）。
勇
左
衛
門
家
は
、
Ａ
氏
本
家
か
ら
十
八
世
紀
半
ば
に
分
か
れ
た
富
右
衛
門
家
か
ら
、
十
九
世
紀
前
期
に
さ
ら
に
分
家
し
た
家
で
あ
り
、
富
右
衛
門
家
は
、
十
八
世
紀
後
期
か
ら
「
諏
訪
大
祝
被
官
」
な
ど
と
書
か
れ
る
諏
訪
上
社
被
官
の
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
分
家
勇
左
衛
門
家
と
姻
戚
関
係
を
結
ん
だ
北
真
志
野
村
吉
弥
家
は
、
宗
門
改
人
別
帳
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
国
文
研
三
一
Ｍ
四
七
五
）。
〔
嘉
永
七
年
〕
〔
慶
応
二
年
〕
御
中
間
番
代
善
内
五
十
八
御
駕
番
代
吉
弥
四
十
一
女
房
五
十
七
女
房
二
十
七
男
子
吉
次
郎
二
十
八
男
子
善
之
丞
五
女
房
二
十
一
母
六
十
九
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
一
九
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
と
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
と
で
は
、
家
内
人
別
の
名
前
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
両
年
の
宗
門
改
人
別
帳
内
の
記
載
順
や
各
人
の
年
齢
か
ら
、
善
内
家
と
吉
弥
家
は
同
じ
家
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
嘉
永
七
年
で
の
男
子
吉
次
郎
が
慶
応
二
年
の
判
頭
吉
弥
に
あ
た
る
。
安
政
三
年
に
吉
弥
家
か
ら
赤
沼
村
の
実
家
に
戻
っ
た
女
性
は
は
な
（
当
時
二
三
歳
）
で
あ
る
が
、
そ
の
人
物
は
、
嘉
永
七
年
の
吉
次
郎
女
房
の
年
齢
（
二
一
歳
）
と
一
致
す
る
。
判
頭
に
付
け
ら
れ
た
御
中
間
番
代
や
御
駕
番
代
と
い
う
註
記
は
、
当
時
の
戸
主
が
諏
訪
藩
に
武
家
奉
公
勤
め
し
て
い
た
こ
と
意
味
す
る
。
北
真
志
野
村
で
は
諏
訪
藩
や
諏
訪
藩
家
中
へ
の
武
家
奉
公
勤
め
は
決
し
て
珍
し
く
な
く
、
両
年
と
も
一
〇
人
以
上
の
者
が
同
村
か
ら
御
中
間
番
代
や
御
足
軽
番
代
等
と
い
っ
た
武
家
奉
公
稼
ぎ
に
出
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
こ
の
吉
弥
家
も
上
述
の
権
平
家
と
同
じ
く
、
農
外
諸
稼
ぎ
に
家
計
を
依
存
す
る
ど
の
村
で
も
ご
く
一
般
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
下
層
農
の
家
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
家
の
判
頭
が
御
中
間
番
代
や
御
駕
番
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
家
が
一
般
の
百
姓
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
十
七
世
紀
半
ば
頃
に
赤
沼
村
に
定
住
し
た
Ａ
氏
は
、
貞
享
・
元
禄
期
の
養
子
相
続
な
ど
を
経
て
、
村
の
内
部
構
造
が
変
容
す
る
十
八
世
紀
半
ば
に
は
、
本
分
家
あ
わ
せ
て
計
七
、
八
戸
に
上
る
同
族
集
団
を
村
内
で
形
成
す
る
。
そ
し
て
安
永
・
天
明
期
ま
で
に
は
、
一
門
各
家
の
判
頭
は
そ
れ
以
前
の
百
姓
名
か
ら
受
領
名
や
官
途
名
へ
改
名
す
る
よ
う
に
な
り
、
陰
陽
家
職
・
諏
訪
大
祝
被
官
・
万
歳
職
・
西
宮
神
職
・
太
神
楽
・
山
伏
と
い
っ
た
勧
進
宗
教
者
家
と
し
て
の
側
面
を
顕
在
化
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
村
内
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
家
と
し
て
の
地
位
確
立
は
、
各
職
分
を
統
括
す
る
本
所
の
支
配
体
系
に
そ
れ
ぞ
れ
の
家
が
編
成
さ
れ
る
こ
と
を
重
要
な
契
機
と
し
た
が
、
各
家
が
特
定
の
職
分
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
村
内
で
明
示
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
二
〇
で
、
各
家
の
「
家
職
」
が
成
立
し
た
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ひ
と
つ
の
家
内
に
は
百
姓
身
分
と
し
て
の
家
族
と
勧
進
宗
教
者
と
し
て
の
家
族
と
が
同
居
し
、
一
家
内
に
同
時
に
異
な
る
職
分
が
存
在
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
勧
進
宗
教
者
の
職
分
地
位
が
売
買
可
能
な
物
件＝
職
株
に
変
質
す
る
と
い
う
近
世
中
後
期
の
状
況
が
、
一
家
で
複
数
の
職
分
の
所
持
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
職
分
の
持
た
れ
方
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
家
職
の
成
立
を
固
定
的
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
赤
沼
村
Ａ
氏
は
、
下
諏
訪
宿
庄
太
夫
家
の
よ
う
な
同
職
同
族
の
家
と
の
間
で
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
い
た
が
、
彼
ら
の
姻
戚
関
係
は
同
族
集
団
内
に
閉
じ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
近
隣
村
の
百
姓
家
と
の
間
で
も
妻
や
養
子
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
一
門
者
の
な
か
に
は
支
配
階
級
の
者
と
の
関
係
を
持
つ
者
も
現
れ
て
き
て
お
り
、
近
世
後
期
に
彼
ら
が
有
し
て
い
た
社
会
関
係
は
、
身
分
・
階
層
を
越
え
て
広
く
展
開
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
一
年
の
一
定
期
間
を
村
内
で
暮
ら
す
村
人
と
し
て
の
側
面
も
持
っ
て
い
た
。
少
な
い
な
が
ら
も
自
ら
の
田
畑
を
所
持
し
、
村
落
祭
祀
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。
今
後
、
居
村
に
お
け
る
彼
ら
の
実
態
を
具
体
的
に
捉
え
る
た
め
に
は
、
同
職
集
団
側
の
史
料
や
本
稿
で
用
い
た
宗
門
改
帳
類
だ
け
で
は
な
く
、
各
地
域
に
残
る
村
落
史
料
を
用
い
た
分
析
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
註⑴
林
淳
『
近
世
陰
陽
道
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）、
梅
田
千
尋
『
近
世
陰
陽
道
組
織
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）、
西
田
か
ほ
る
「
近
世
の
身
分
集
団
│
信
濃
に
お
け
る
芸
能
的
宗
教
者
」（
高
埜
利
彦
編
『
日
本
の
時
代
史
１５
元
禄
の
社
会
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
。
⑵
吉
田
ゆ
り
子
「
万
歳
と
春
田
打
ち
」（『
飯
田
市
歴
史
研
究
所
年
報
』
一
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
「
地
域
社
会
と
身
分
的
周
縁
」（『
部
落
問
題
研
究
』
一
七
四
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、
簓
や
春
田
打
ち
な
ど
の
身
分
的
周
縁
に
つ
い
て
、
居
村
で
の
あ
り
よ
う
を
問
題
に
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
本
稿
の
関
心
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
⑶
西
宮
神
社
配
下
の
え
び
す
職
は
、
史
料
に
よ
っ
て
、
え
び
す
守
・
え
び
す
太
夫
・
え
び
す
願
人
な
ど
多
様
な
呼
称
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
近
世
後
期
の
彼
ら
自
身
の
呼
称
と
し
て
え
び
す
社
人
と
い
う
言
葉
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
史
料
引
用
以
外
で
は
便
宜
的
に
え
び
す
社
人
と
表
記
す
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
二
一
る
。
⑷
志
村
洋
「
近
世
後
期
信
州
の
西
宮
え
び
す
社
人
に
つ
い
て
」（『
関
西
学
院
史
学
』
三
九
号
、
二
〇
一
二
年
）。
⑸
中
野
洋
平
「
信
濃
に
お
け
る
神
事
舞
太
夫
・
梓
神
子
集
団
の
歴
史
的
展
開
」（『
芸
能
史
研
究
』
一
七
九
、
二
〇
〇
七
年
）、
同
「「
え
び
す
」
に
ま
つ
わ
る
人
々
」（
日
次
紀
事
研
究
会
編
『
年
中
行
事
論
叢
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）。
⑹
「
乍
恐
御
尋
ニ
付
奉
申
上
候
」（
長
野
県
立
歴
史
館
蔵
土
屋
家
文
書
Ｋ
二
二
│
一
九
二
│
一
）。
⑺
諏
訪
藩
領
村
々
の
宗
門
改
人
別
帳
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
と
長
野
県
立
歴
史
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
史
料
群
名
は
、
前
者
が
「
信
濃
国
高
島
藩
領
村
々
宗
門
改
帳
」、
後
者
が
「
諏
訪
高
島
藩
村
々
宗
門
改
帳
」。
こ
の
史
料
群
は
、
明
治
の
廃
藩
の
際
に
断
裁
・
廃
棄
さ
れ
た
旧
藩
庁
文
書
群
で
あ
る
た
め
、
な
か
に
は
前
後
欠
文
書
や
中
欠
文
書
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
断
裁
・
廃
棄
状
態
か
ら
書
き
写
し
た
写
本
類
も
そ
の
な
か
に
残
さ
れ
て
い
る
。
以
下
本
稿
で
出
典
を
示
す
際
に
は
、「
国
文
研
・
史
料
番
号
」「
長
野
県
・
史
料
番
号
」
の
よ
う
に
略
記
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
を
用
い
た
人
口
統
計
学
的
分
析
と
し
て
は
、
速
水
融
『
近
世
農
村
の
歴
史
人
口
学
的
研
究
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
三
年
）
が
あ
る
。
⑻
『
長
野
県
史
近
世
史
料
編
第
三
巻
南
信
地
方
』（
長
野
県
、
一
九
七
五
年
）
一
〇
〇
〇
、
一
〇
〇
一
頁
。
⑼
山
中
三
太
夫
の
名
は
諏
訪
藩
家
中
知
行
帳
に
確
認
で
き
な
い
が
、
国
会
図
書
館
蔵
『
信
濃
国
諏
訪
領
諏
訪
郡
筑
摩
郡
之
内
産
物
絵
図
帳
』（
一
七
〇
〇
年
刊
）
を
山
中
三
太
夫
が
編
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
諏
訪
藩
家
中
の
関
係
者
と
思
わ
れ
る
。
⑽
西
宮
神
社
社
蔵
文
書
二
八
。
⑾
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
赤
沼
村
の
舎
人
家
は
、
舎
人
四
〇
歳
・
子
常
次
郎
一
〇
歳
ら
計
六
人
家
族
で
あ
る
。
対
す
る
に
、
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
下
諏
訪
宿
の
舎
人
家
は
、
舎
人
五
二
歳
・
男
子
常
次
郎
二
二
歳
ら
計
六
人
家
族
で
あ
り
、
ふ
た
つ
の
舎
人
家
は
同
一
の
家
と
判
断
で
き
る
。
⑿
た
と
え
ば
、
文
化
十
三
（
一
八
一
六
）
年
の
主
水
家
（
諏
訪
大
祝
被
官
）
で
は
、
男
子
三
人
の
う
ち
、
長
男
の
駿
河
に
「
同
職
」
と
の
肩
書
き
が
あ
る
（
国
文
研
三
〇
Ｌ
一
二
三
）。
⒀
朝
尾
直
弘
「
十
八
世
紀
の
社
会
変
動
と
身
分
的
中
間
層
」（
辻
達
也
編
『
日
本
の
近
世
１０
近
代
へ
の
胎
動
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
）。
⒁
十
九
世
紀
前
期
に
諏
訪
大
祝
被
官
の
隼
人
家
を
継
い
だ
左
中
な
ど
の
場
合
に
は
、「
喜
左
衛
門
養
子
幸
太
ノ
子
嘉
忠
太
事
、
幸
太
改
隼
人
子
、
角
力
ヲ
ト
リ
天
龍
川
ト
モ
云
」
と
い
う
註
記
が
あ
る
（
長
野
県
・
二
Ｈ
・
一
三
）。
⒂
た
と
え
ば
、
延
享
五
年
に
浅
右
衛
門
弟
が
一
日
市
場
村
へ
養
子
に
行
っ
て
お
り
、
同
じ
頃
の
利
左
衛
門
女
房
は
同
村
か
ら
赤
沼
村
に
嫁
い
で
い
る
（
国
文
研
三
一
Ａ
七
四
三
）。
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
二
二
⒃宗
門
改
人
別
帳
の
上
で
は
、
庄
太
夫
家
は
え
び
す
祈
り
↓
博
士
↓
え
び
す
社
人
と
変
化
し
て
い
る
が
、
西
宮
神
社
配
下
の
え
び
す
家
職
三
七
人
を
書
き
上
げ
た
元
禄
四
年
の
「
信
州
散
在
夷
太
夫
之
覚
」
に
は
諏
訪
湯
之
町
庄
太
夫
の
名
が
あ
る
（
丸
山
芳
市
家
文
書
〈
西
宮
神
社
文
化
研
究
所
編
『
近
世
諸
国
え
び
す
御
神
影
札
頒
布
関
係
史
料
集
』
西
宮
神
社
、
二
〇
一
一
年
、
所
収
〉）。
⒄
武
居
村
は
久
保
武
居
村
と
も
言
い
、
諏
訪
湖
の
北
、
霧
ヶ
峰
の
南
に
位
置
し
た
村
で
あ
る
。
村
高
一
〇
〇
石
程
度
の
小
村
で
あ
っ
た
が
、
村
内
に
は
諏
訪
下
社
の
神
官
で
あ
る
武
居
祝
（
今
井
氏
）
の
屋
敷
の
ほ
か
に
、
宮
津
子
祝
・
擬
祝
・
禰
宜
太
夫
・
若
宮
祝
な
ど
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。
享
保
十
八
年
の
「
諏
訪
藩
主
手
元
絵
図
」
に
よ
れ
ば
、
家
数
四
二
の
う
ち
社
人
家
六
・
御
徒
家
一
と
い
う
村
で
あ
っ
た
（
以
上
は
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
２０
長
野
県
』
よ
り
）。
│
│
文
学
部
教
授
│
│
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
二
三
